
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
責
任

者
研
修
６
月
開
催

Ｑ
Ｐ
Ｆ
Ｓ

食
品
品
質
プ
ロ
フ
ッ
ェ

シ
ョ
ナ
ル
ズ
（Ｑ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
、

広
田
鉄
磨
代
表
理
事
）
は

６
月
３
～
５
日
の
３
日

間
、
山
口
県
の
小
月
バ
ン

エ
房

（下
関
市
小
月
本
町

１
１
１
１
９
）
で

「
『Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
い
た
衛

生
管
理
』
責
任
者
研
修
」

を
開
催
す
る
。

初
日
の
座
学
で
は
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
概
論
、　
一般
衛
生

管
理
概
論
、
環
境
衛
生
・

ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

製
品
仕
様
書
・
フ
ロ
ー
ダ

イ
ア
グ
ラ
ム
、
危
害
要
因

分
析
、
物
理
的
・
化
学
的

危
害
要
因

（ア
レ
ル
ゲ
ン

含
む
）
、
生
物
的
危
害
要

因
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン

の
作
成
に
つ
い
て
習
得
。

架
空
の
ラ
イ
ン
を
想
定
し

て
、
危
害
要
因
を
ど
う
管

理
す
る
か
の
計
画
、
そ
の

有
効
性
を
検
証
す
る
た
め

の
計
画
な
ど
を
立
案
す

る
。
２
～
３
日
目
は
座
学

で
学
ん
だ
知
識
を
基
に
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
演
習
を
行
う
。

Ｑ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
は
、
食
品
の

品
質
管
理
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
関
す
る
多
彩
な
研
修
を

提
供
し
て
い
る
。
特
に
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
研
修
で
は
、
机

上
の
理
想
論
で
は
な
く
、

多
角
的
な
知
識
や
情
報
を

危
害
要
因
分
析
や
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
プ
ラ
ン
に
論
理
的
・

合
理
的
に
落
と
し
込
み
、

有
効
性
の
あ
る
計
画
を
作

成
す
る
姿
勢
を
重
視
し
て

い
る
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度

化
で
は
業
界
団
体
が
作
成

す
る
手
引
書
な
ど
を
参
考

資
料
と
し
て
利
用
可
能
で

あ
る
が
、
手
引
書
通
り
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
す
べ
て
の

現
場
で
フ
ィ
ッ
ト
す
る
と

は
限
ら
な
い
。
正
し
い
知

識
を
柔
軟
に
適
用
す
る
こ

と
で
、
各
現
場
に
適
し
た

一
般
衛
生
管
理
・
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｑ
Ｐ

Ｆ
Ｓ
が
編
集
し
た
著
書

「実
践
版
・
使
え
る
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
」

「有
効
性
を
重

ん
じ
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
で

も
、
品
質
管
理
と
安
全
管

理
を
正
し
く
理
解
し
た
上

で
の

「有
効
性
」
を
重
視

し
て
い
る
。

受
講
費
５
万
円
。
本
誌

読
者
特
典
と
し
て
、
申
込

時
の

「紹
介
コ
ー
ド
」
欄

に

「０
０
６
」
と
記
入
し

た
場
合
、
４
万
５
０
０
０

円
で
受
講
で
き
る
。
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト

（葦
ご
∽
¨
＼

＼
０
０
「
∽・
〇
「。
」０
＼
∽①
ヨ
いｏ

”
『Ｎ
卜
ｏ
ｏ
ｏ
ω
＼
）
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
申
。

（立
石
亘
）


